マカク, 類人猿, ヒト乳児の姿勢および知覚運動機能の発達(III 共同利用研究 2.研究成果) by 田中, 昌人 & 竹島, 秀子
Titleマカク, 類人猿, ヒト乳児の姿勢および知覚運動機能の発達(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)田中, 昌人; 竹島, 秀子
































































































































































黒田末寿 (京大 ･理 )
ニホンザルの地理的変双を明らかにするTlめに
房総半島(B),京都府北部(Ⅰく),小豆応(S),苗
崎山(T),屋久EIi)(Y)由米の什排水を主な対象と
して,①頭封 †の計測,a)U7rx7倍の非計測的変異
形Tl,◎艮冊の.7r刑をおこなってきたo伽 )結果
は58年度共同利用研究和告に述べたが,B集団の
特殊化が始まった時期を明らかにするために房総
出土の和文時代甲軌 後期のニホンザルの下顎骨
と比較した｡ これによると,縄文時代のサルはK,
Tの非特殊化柴団のB集団との中間に位置し,B
妊団の特殊化の開始は縄文時代からあまり逆のぼ
らないことがわかった｡
②の出現角度は各集団で大きな片寄りが見られ,
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